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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 30.8 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

分 平成１７年度 平成２２年度

団体 平成１７年度 平成２２年度

台 平成１７年度 平成２２年度

都道府県名 埼玉県 白岡町
しらおかまち

白岡駅
しらおかえき

西口
にしぐち

周辺
しゅうへん

地区
ちく

計画期間 交付期間 22

古くからの中心市街地である白岡駅西口周辺地域の防災及び交通安全に対する住民の意識を高め、安全・安心のまちづくりを推進する。
①幹線道路の完成により、地区の防災機能の向上を図る。
②地区の災害危険性に対する住民の認識を高める。
③通勤時間帯の混雑緩和や歩行者の交通安全対策の推進を図る。

・本地区は、駅を中心とした古くからの市街地であり、広く商店街が形成されているなど「まちの顔」として発展してきた地区である。
・面的な都市基盤整備が行われていないことから、大部分が密集市街地となっており、また、延焼遮断帯や緊急輸送路等の機能を有する幹線道路も未整備であることから他地区に比べて災害危険度の高い地区である。
・地区住民は防災に対する関心は持っていると思われるが、自治会等の組織的な取り組みは遅れており、地区全体としての防災に対する認識は不十分である。
・駅周辺の商店街は、歩道がなく路上駐車も多いことから歩行者の交通安全に問題がある。また、朝夕の通勤時間帯には、送迎の車が集中し混雑が激しいため事故の危険性が高くなっている。
・他市町村を結ぶ主要地方道と駅を連絡する地区内の幹線道路の整備が遅れていることから、駅を探して生活道路に迷い込んでいる車が多く見受けられ、しばしば事故が発生している。
・本区域では様々な団体によりまちづくりの検討がなされており、平成１３年度から「白岡駅西口周辺整備まちづくり協議会」が設立され、住民が主体となったまちづくりの検討を現在まで３３回行っている。また、町内部（行政）でも「白岡駅西口周辺整備ま
ちづくり町内検討委員会」が設置されており官民一体となったまちづくりを推進している。
・本区域は、白岡町中心市街地活性化基本計画の区域内に存し、その計画の中でも、地区内の商店街について「ゆっくりと買い物ができる道路ではない」と指摘されているなど、安心・安全のまちづくりの必要性がうたわれている。

・災害発生時には円滑な物資の輸送及び火災の延焼が心配される地区である。このようなことから、都市計画道路の整備が必要である。
・他地区と比べて災害発生時の安全確保が困難な地区である。このようなことから、避難可能な空地の確保や避難場所等の周知徹底が求められている。
・災害発生時における迅速な救援・救助が困難になると想定される。このようなことから、コミュニティ単位での防災体制強化が必要である。
・買い物客等の歩行者が車をよけながら歩行している状況である。このようなことから、安全・安心な道路網の検討、工夫が求められている。
・公共公益施設に向かう車が住宅街に流入して住民の安全を脅かしている。このようなことから、わかりやすい案内の工夫が必要である。

○第４次白岡町総合振興計画
・地域防災計画にもとづき、自主防災組織の育成や住民の防災意識の高揚を図り、応急体制を強化するとともに、治水対策や住宅防災対策などを進め、災害に強いまちづくりを促進する。
○白岡町地域防災計画
・多種多様な都市型災害に対応できる防災体制を確立するとともに、建築物の不燃化促進及び道路や公園緑地等のオープンスペースを確保することにより、都市型災害に強いまちづくりを進めるものとする。
・地域住民の安全な避難を確保するため、避難場所及び避難路が適切に配置されるように必要な施設の整備を図る。
・総合的かつ円滑な災害対策の推進を図るため、防災体制を整備するとともに、防災関係機関相互の連携を強化し、自主防災組織等の整備を促進して防災組織の整備を図る。
○白岡町都市計画マスタープラン
・白岡駅西口付近での道路整備、建築物の不燃化促進による防災まちづくりと地域全域でのコミュニティ単位の防災体制づくりを図る。
・指定避難所案内図を設置するなど、安全かつ迅速に避難できるような環境整備を図る。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

5

自主防災組織数 地区内を含む自主防災組織の数 地区住民の防災意識向上及び緊急災害活動の強化 2 5

大型消防自動車の地区内までの所要時間 大型消防自動車の消防署から病院・マンション（地区南側周辺）までの所要時間 都市計画道路整備による消防活動の強化 10

2,400通勤・通学時間帯における地区内流入交通量 地区内の主要生活道路に流入する車両台数 都市計画道路整備及び案内板の設置による交通安全の確保 3,300



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・都市計画道路の整備及び駅への案内板の設置により、通過交通の住宅街への流入を防ぎ地域住民の交通安全の確保を図る。また、駅周辺の商店街な
ど交通安全上の問題がある箇所については、交差点のカラー舗装、発光鋲の設置、グリーンベルトの設置などを行う。

道路（基幹事業/白岡篠津線）、地域生活基盤施設（基幹事業/駅案内板）、道路（基幹事業/町
道５０３０号ほか交通安全施設整備事業）

○交付期間中の計画管理について
・事業を円滑に執行するため関係各課に担当者を置き、随時、連絡調整を行いながら問題等の処理や計画の改善を検討する。
・数値目標については統計調査等により進捗状況の確認を行う。また、事業進捗については、毎年度関係各課で調整会議を実施して進行管理を行い、ホームページ等で公表に努める。

○事業終了後の継続的なまちづくりについて
・白岡駅西口周辺まちづくり協議会を主体とした活動により地区全体の安心安全なまちづくりを促進するとともに、自主防災組織単位の防災意識向上及び防災訓練等に対しても支援を行い、町と住民が一体となった防災体制の構築を図る。

方針に合致する主要な事業
・主要地方道にアクセスし、緊急輸送道路となる都市計画道路の整備を積極的に推進し、災害発生時の活動強化を図るとともに、地区の防災シンボルロー
ドとして地域住民の防災意識向上を図る。また、道路整備に合わせて下水道整備を実施することにより、地区の生活環境維持及び治水対策に資する。

道路（基幹事業/白岡篠津線）、地域生活基盤施設（防災情報板）、地域創造支援事業（提案事
業/公共下水道枝線整備事業）

・災害危険箇所の抽出、避難場所や避難路の安全点検といった防災診断調査の実施及び人が多く集まる場所などへの防災案内板の設置を行うことによ
り、住民の防災意識を高めコミュニティ単位での防災体制づくりを促進する。

地域生活基盤施設（基幹事業/防災情報板）、まちづくり活動推進事業（提案事業/地域防災調
査）、自主防災組織育成事業（関連事業）

・未利用地となっている町有地をイベント広場や災害時の避難空間として活用を行なう。 地域創造支援事業（提案事業/イベント広場）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 白岡町 直 ６７０ｍ 2 22 18 22 2,542 444 444 444

白岡町 直 ７００ｍ 21 21 21 21 15 10 10 10

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 白岡町 直 － 21 22 21 22 3 3 3 3

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,560 457 457 457 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
白岡町 直 1,073m 18 22 18 22 39 39 39 39

白岡町 直 0.2ha 22 22 22 22 3 3 3 3

0

－ 0

－ 0

白岡町 直 － 19 19 19 19 9 9 9 9

合計 51 51 51 51 …B
合計(A+B) 508

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
白岡町 － 2,488ha ○ － － －

白岡町 － 2,488ha ○ － － －

合計 0

所管省庁名

白岡町全域

事業箇所名

－

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

防災体験学習

地域防災調査

－

全体事業費

公共下水道枝線整備事業

－

（参考）事業期間

地域創造
支援事業

白岡篠津線

白岡駅西口周辺地区イベント広場整備事業

事業期間（いずれかに○）

白岡町全域

事業主体

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

自主防災組織育成事業

－

規模

－

－

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

都市計画道路白岡篠津線

－

－

0

0

うち民負担分

203 国費率 0.399

道路 町道５０３０号ほか

交付対象事業費 508 交付限度額

事業
細項目

事業主体事業箇所名



都市再生整備計画の区域

　白岡駅西口周辺地区（埼玉県白岡町） 面積 30.8 ha 区域 白岡町大字白岡、大字小久喜の各一部

０

５０ ５００

１０００ ２０００ｍ

白岡駅西口周辺地区（３０．８ｈａ）



大型消防自動車の地区内までの所要時間 （　分　） 10 （１７年度） → 5 （２２年度）
自主防災組織数 （　団体　） 2 （１７年度） → 5 （２２年度）

通勤・通学時間帯における地区内流入交通量 （　台　） 3,300 （１７年度） → 2,400 （２２年度）

白岡駅西口周辺地区（埼玉県白岡町）　整備方針概要図

目標
古くからの中心市街地である白岡駅西口周辺地域の防災及び交通安全に

対する住民の意識を高め、安全・安心のまちづくりを推進する。
代表的な

指標

計画区域

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

50 100 200 300 400 500m

■基幹事業
地域生活基盤施設（情報板）
【防災情報板】

■基幹事業
道路 都市計画道路白岡篠津線

□提案事業
公共下水道枝線整備事業

■基幹事業
道路 交通安全施設整備事業
【グリーンベルト、カラー舗装、
路面表示、発光鋲、案内表示板】○関連事業

自主防災組織育成事業
防災体験学習

□提案事業
地域防災調査

■基幹事業
地域生活基盤施設（情報板）
【防災情報板】

□提案事業
イベント広場

■基幹事業
道路 交通安全施設整備事業
【カラー舗装、路面表示、発光鋲等】

■基幹事業
地域生活基盤施設（情報板）
【駅案内板】




